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１．研究計画の概要 

西アフリカのサヘル(サハラ砂漠の南縁) 
地域では、土地の植物生産力が低下する砂漠
化問題が深刻である。一方、サヘル地域の各
都市においては人口が集積し、都市内部に廃
棄されたゴミや屎尿が蓄積している。農村の
砂漠化と都市の富栄養化が同時に進行して
いるという着想のもと、本研究ではサヘル地
域における砂漠化防止対策として都市の生
ゴミを利用する発想・技術と、都市と農村の
間の物質循環サイクルを構築し、西アフリカ
における農村の砂漠化防止と食料自給の達
成、都市のゴミ・衛生問題を解決することを
目的とする。この目的を達成するうえで、都
市ゴミに混入する可能性のある有害金属の
含有量を分析することによって、都市の生ゴ
ミを砂漠化防止対策として利用するうえで
の安全性を検証するとともに、砂漠化防止対
策の安全性を高める方策を検討していく。 
 
２．研究の進捗状況 

2008年8月に、ニジェール共和国の調査村の

周辺に広がる土壌荒廃地に、実験圃場を設置

した。この実験圃場に、同年11月、近隣の町

ドゴンドッチで収集した生ゴミを投入してい

る。ゴミの投入量は1m2あたり(1)5kg、(2)10kg
、(3)20kg、(4)45kgそして(4)無投入区(対照区)
である。単位面積あたりのゴミ重量だけでは

なく、有機物やプラスチック、金属製品の混

入具合といったゴミの内容物にも注意してい

る。実験圃場において、気象観測(雨量、風向

・風速、気温)とともに、各プロットにおいて

土壌深5cmと20cmにおける土壌水分の計測を

1時間インターバルで開始し、観測を継続して

いる。また、土壌養分の動態を追跡するため

、180日、365日、730日において土壌層を観察

したうえで、土壌サンプリングを実施してい

る。土壌のサンプルは、国内の実験室におい

て分析し、pH、EC(電気伝導度)、炭素・窒素

、リン、重金属を計測している。生育してき

た草本については、現地にて総刈り取りを実

施し、重量を計測したうえで、サンプリング

を実施し、草本サンプルの炭素・窒素、灰分

、重金属を計測している。 
荒廃地の生態系を修復する源となる都市の

生ゴミの安全性を検証するため、首都ニアメ

に散在するゴミを100か所でサンプリングし、

ゴミに含まれる栄養分、各種金属元素の含有

量の分析をおこない、規定のゴミ捨て場、計

画公園に山積みにされたゴミ場、側溝、燃え

がら、最終処分場に分けて、データを整理し

、安全性の検証をおこなっている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
予定していた実験圃場の建設、その後の気

象、土壌、生物相のモニタリング体制の整備
は順調に進み、観測データの取得も順調であ
る。研究代表者が 2010 年 10 月に首都大学東
京より京都大学へ異動したのにともなって、
室内での実験や気象の解析を予定どおり進
めることができなかったが、最終年度に予定
どおり分析・解析作業が終了できるよう、努
力したい。 
 
４．今後の研究の推進方策 
2011年度には8月と11月に現地調査を予定し

ている。11月の調査は、ゴミを散布してから

、1000日後の調査となる。気象観測機器のデ

ータを回収し、雨季に生育している植物の生
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育状況を観察するとともに、植物の標本サン

プルを採取する。土壌層の観察や植物バイオ

マスの計測、土壌のサンプリングを同時にお

こなう。また、村びとに、土壌状態の変化に

関する聞き取りをおこなう。 
土壌や草本のサンプルは日本へ持ち帰り、

首都大学東京において土壌については窒素、

炭素、リン、カリウム、マグネシウムなどの

養分とともに、有害金属(カドミウム、ヒ素、

鉛、水銀、セレンなど)の含有量を明らかにす

る。また、草本についても、窒素(粗タンパク

質)や炭素、灰分の計測とともに、重金属の含

有量を計測する。 
また、首都ニアメや調査村の近郊都市(ドゴ

ンドッチ)において、都市ゴミの集積状況や住

環境の汚染状況についても調査する。とくに

、農村の井戸水や密集する住居の飲み水にお

ける大腸菌の検出などの調査も試みていく予

定である。西アフリカにおける都市ゴミの堆

積と農村の砂漠化問題がそれぞれ密接に結び

ついていることを示すデータの収集をめざす

。 
今年度は、本研究課題の最終年度に相当す

るため、1000日までの気象・土壌・草本のデ

ータをとりまとめたうえで、都市の生ゴミ施

用による荒廃地の緑化に関する有効性と安全

性、そして地域への適用について結論を示し

たい。 
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